
川
尻
校
区
で
は
正
月
３
日

午
前
十
一
時
か
ら
恒
例
の
校

区
成
人
式
が
川
尻
公
会
堂
で

毎
年
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

校
区
で
の
成
人
式
は
昭
和

二
八
年
に
始
め
ら
れ
今
年
で

六
〇
回
、
還
暦
を
迎
え
ら
れ

る
人
が
生
ま
れ
ら
れ
た
年
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
一

回
目
の
人
は
八
〇
歳
を
迎
え

る
年
齢
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

式
を
主
催
さ
れ
る
川
尻
公

民
館
活
動
（
米
沢
紘
二
会
長
）

は
、
成
人
者
か
ら
関
係
さ
れ

た
小
学
校
の
先
生
へ
の
呼
び

か
け
や
名
簿
づ
く
り
、
会
の

運
営
か
ら
司
会
進
行
ま
で
の

一
切
を
仕
切
ら
れ
、
同
時
に

台
所
で
は
校
区
婦
人
会
の
手

づ
く
り
料
理
が
準
備
さ
れ
、

本
当
に
心
の
こ
も
っ
た
地
域

の
気
持
ち
が
伝
わ
る
成
人
式

で
す
。

来
賓
を
代
表
さ
れ
、
中
村

亮
一
自
治
会
連
合
会
会
長
か

ら
、
「
校
区
は
家
族
と
同
じ

で
、
自
治
会
は
お
父
さ
ん
、

婦
人
会
は
お
母
さ
ん
、
成
人

を
迎
え
ら
れ
る
若
者
は
将
来

の
校
区
を
担
う
大
切
な
宝
で

す
。
そ
こ
で
、
私
は
三
つ
の

心
構
え
を
送
り
ま
す
。

先
ず
第
一
に
、
今
ま
で
育

て
て
く
れ
た
ご
家
族
や
先
生

方
に
感
謝
す
る
心
。

第
二
に
、
自
分
の
目
的
目

標
を
描
き
求
め
、
地
図
に
な

い
社
会
を
生
き
抜
く
心
、

第
三
に
、
あ
な
た
達
よ
り

若
い
世
代
の
人
達
か
ら
尊
ば

れ
る
生
き
方
や
川
尻
を
引
き

継
ぐ
心
を
育
ん
で
欲
し
い
。

と
祝
辞
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

川
尻
校
区
の
成
人
式
式
典

は
、
他
の
地
区
で
は
味
わ
え

な
い
川
尻
公
会
堂
の
畳
の
間

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

列
席
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
も

各
町
内
の
自
治
会
長
さ
ん
を

は
じ
め
民
生
児
員
の
皆
さ
ん
、

各
種
団
体
代
表
な
ど
１
０
０

名
以
上
が
参
列
さ
れ
、
紹
介

も
行
わ
れ
ま
す
。

小
学
校
時
代
の
先
生
紹
介

の
時
に
、
笑
い
や
ど
よ
め
き

が
湧
き
上
が
り
ま
す
。

今
年
は
、
稲
田
正
信
愛
育

会
会
長
か
ら
小
学
時
代
の
写

真
が
披
露
さ
れ
歓
喜
の
声
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

記
念
写
真
り
も
盛
り
上
が

る
一
コ
マ
で
、
中
川
写
真
店

親
子
の
カ
ン
高
い
声
で
式
典

が
終
了
し
ま
す
。
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私
達
の
た
め
、
こ
の
様
な

盛
大
な
成
人
式
を
催
し
て
い

た
だ
き
、
式
に
携
わ
れ
た
方
々
、

来
賓
の
方
々
、
ご
出
席
を
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
就
職
に
就

き
働
い
て
い
る
者
、
学
業
に

励
ん
で
い
る
者
な
ど
立
場
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
人
ひ

と
り
が
大
人
と
し
て
の
行
動

に
責
任
を
持
ち
、
社
会
人
と

し
て
常
に
向
上
心
を
持
ち
前

進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
豊
か
で
伝
統

の
あ
る
川
尻
に
生
ま
れ
育
ち
、

素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
成

人
を
迎
え
誇
り
に
思
い
ま
す
。

私
は
、
高
校
を
卒
業
後
、

夢
実
現
に
向
け
東
京
の
大
学

へ
進
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
ア

マ
野
球
の
最
高
峰
と
呼
ば
れ

る
東
都
リ
ー
グ
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

プ
ロ
で
も
通
用
す
る
よ
う

な
人
間
性
、
立
派
な
人
間
に

成
長
し
親
孝
行
で
き
る
よ
う

に
残
り
の
大
学
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
る
の
は
、
家
族
を
は

じ
め
大
勢
の
方
々
の
お
陰
で

す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

成
人
の
決
意
を
忘
れ
ず
頑
張
っ

て
行
く
こ
と
を
誓
い
ま
す

新
成
人
代
表

田
中
大
輝

熊本市南部地区市民の会

発行責任者 村田幸博

河
陽
新
聞

南
部
地
区
市
民
の
会
で
は

「
一
万
人
で
描
く
一
枚

の
絵
」
シ
リ
ー
ズ
を
追

い
求
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
川
尻
校
区

の
一
万
人
の
人
々
が

「
暮
ら
し
て
み
た
い
町
」

を
描
き
求
め
る
町
づ
く

り
が
テ
ー
マ
で
す
。

今
回
は
、
川
尻
校
区

で
年
末
年
始
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
活
動
を
、

多
く
の
写
真
を
取
り
入

れ
描
い
て
み
ま
し
た
。

文
章
で
表
現
し
伝
え

る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に

川
尻
公
会
堂
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
成
人
式
や
餅

つ
き
大
会h

の
写
真
は
、

校
区
の
力
と
、
人
々
の

絆
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

新聞づくりのスタッフを探しています。

川
尻
校
区
の
年
末
恒
例
の

行
事
は
、
川
尻
校
区
社
会
福

祉
協
議
会
（
植
村
米
子
会
長
）

が
主
催
さ
れ
る
「
川
尻
校
区
・

福
祉
も
ち
つ
き
大
会
」
で
す
。

校
区
内
で
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
な
ど
１
５
２
名

へ
、
つ
き
た
て
の
餅
と
ズ
イ

ヨ
ウ
の
赤
酒
が
配
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
一
年
、

当
時
の
社
協
長
の
安
浪
照
子

会
長
が
は
じ
め
ら
れ
今
年
で

二
六
回
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も
自
治
会
長
さ
ん
や

婦
人
会
・
民
生
児
童
員
の
方
々

そ
れ
に
、
消
防
団
・
青
年
協

議
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
召

集
さ
れ
、
朝
の
７
時
半
か
ら

１
０
０
キ
ロ
の
餅
米
を
２
つ

の
石
う
す
を
使
い
餅
つ
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

１
０
０
キ
ロ
の
米
は
大
変

な
量
で
、
多
く
の
人
手
が
交

代
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
す
。

１
０
時
を
過
ぎ
る
頃
に
は
配

り
係
の
子
供
た
ち
も
集
ま
り

始
め
、
子
供
た
ち
も
交
代
で

餅
つ
き
に
加
わ
り
ま
す
。

婦
人
会
は
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
へ
、
出
来
立
て
の
モ
チ
で

ぜ
ん
ざ
い
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

会
場
に
は
モ
チ
米
を
蒸
す

匂
い
や
蒸
気
に
チ
つ
き
の
音
、

人
の
声
で
独
特
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
、
年
末
行
事
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

■
会
場
に
来
ら
れ
、
８
５
歳

と
な
ら
れ
た
安
浪
照
子
老
人

会
会
長
へ
福
祉
も
ち
つ
き
へ

の
思
い
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

◎
安
浪
会
長
「

川
尻
校
区

の
社
協
は
、
歴
代
女
性
会
長

が
女
性
の
視
点
で
高
齢
者
福

祉
や
子
供
の
教
育
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い
風

景
で
す
続
け
て
欲
し
い
。
」

と
の
、
こ
と
で
し
た
。

川尻校区・年末年始の行事紹介
川尻校区では年間を通じ数多くの地域活動が行われています。

１２月２３日には社会福祉協議会主催「福祉もちつき」 ・ 正月3日は公民館主催で「第６０回・成人式」が行われました。

川
尻
社
協

福
祉
も
ち
つ
き

第
六
〇
回
・

川
尻
校
区
成
人
式

新
成
人
代
表

決
意
の
こ
と
ば
紹
介
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川尻校区「成人式の風景」 1月３日 川尻公会堂

玄関での受付風景 式典の風景

式典後の祝賀会風景婦人会の手づくり料理づくり

子供たちの成長と想い出を語られる先生のあいさつ

上の写真は、
昔の先生に名前を呼ばれ
立ち上がる新成人です。

今年で第60回を迎えた川尻校区
の手づくり成人式は、この写真の
雰囲気で行われました。

南部市民の会の目指した「暮らし
てみたい町、川尻校区づくり」は、
一枚一枚の写真の中に育まれて
いると感じました。


